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体験授業型ɻエントリー方式

体験授業型ɻエントリー方式

体験授業当日の流れ

参加日の選択について

2022 年 9月 18 日（日）・19日（月）

12：30 集合ɻ13：00 ～ 17：30 体験授業（休憩時間を含む）

各学科・コースで指定されたものを持参してください。詳しくは P13 ～ 18 を確認してください。

服装は自由です。上履きは不要です。

実施日

試験時間

持参物

服装

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇

〇

〇 〇

体験授業型エントリー方式は、大学で実施する体験授業

に参加する試験です。教員のレクチャーを聴き、制作や

レポートなどの課題に取り組んでもらいます。体験授業

の内容と評価のポイントは、P13 ～ 18 に記載しています

ので、志望する学科・コースの内容をよく確認して準備

をしてください。

エントリー方式について

エントリー方式とは、評価をする大学側だけでなく、受験をするみなさんも体験授業を通じて、自分にあった大学かど

うかを確認するための機会であることを目的としています。大学は体験授業の後、出願の可否について通知をします。

出願認定「可」となった場合は、受験者自身で出願するかどうかを決めることができます。したがって、体験授業の参

加までは他大学との併願が可能となります。出願認定が「可」となって出願をする場合は、本学へ必ず入学することを

確約（専願といいます）できる場合に限り出願をしてください。

体験授業は 1 日で行われます。志望学科・コースが１つの場合、いずれか１日の参加となり、志望学科・コースが２つ

の場合（併願する場合）は２日間の参加となります。実施日は２日間設けていますが、２日間の内容は同じです。なお、

評価する上で両日の参加人数を適切にするため、エントリー後に参加日を本学が指定する場合があります。参加日の選

択については、2022 年 7 月に発行予定の『京都精華大学入試要項 2023』を確認してください。

体験授業 出願認定 出願 合格

本学への理解を
深める。他大学
との併願が可能

本学への出願の可
否が判定される

本学への入学を確約
する（専願）者が出
願することができる

受験型
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体験授業 配点：200 点

配点：50 点

学科・コースごとの体験授業に参加し、与えられた課題に取り組んでください。体験授業の

時間は 4 時間半（休憩時間を含む）です。

体験授業の内容は P13 ～ 18 に記載しています。

体験授業型ɻエントリー方式

併願について

この受験型では、志望学科・コースを２つまで併願することができます。その場合は、それぞれの志望先に対して「学

びの計画書」を提出し、体験授業に参加してください。なお、同じコースの体験授業に２日間参加することは出来ません。

出題内容

自己推薦書
（事前提出）

あなたのこれまでの活動実績や制作実績、またその成果について、具体的な内容を 800 字

程度（上限 1200 字）で記述してください。

学びの計画書
（事前提出）

国際文化学部

メディア表現学部

芸術学部

人間環境デザイン
プログラム

デザイン学部

あなたは国際文化学部でどのようなことが学びたいですか。その理由と
ともに述べてください。また、大学で学んだことはどのようにあなたの
将来につながるか、自由に考えて、800 字 ～ 1200 字で記述してください。
その際、本学ウェブサイトの学部紹介ページ

（https://www.kyoto-seika.ac.jp/edu/culture/）に目を通してください。

あなたの志望する学科・コースで、在学中に学びたいことやチャレンジ
したいことについて、その内容と理由について、800 字程度（上限
1200 字）で記述してください。

あなたが志望するコースを受験しようと思った「きっかけ」となった作
品または作家について、どこに惹かれたかを述べた上で、それを踏まえ
て、大学 4 年間で何を学びたいのかを 800 字 ～ 1200 字で記述してく
ださい。
※作品・作家は複数でも構いません

マンガ学部

評価のポイント

自己推薦書、学びの計画書の内容、体験授業の結果から総合的に評価をします。体験授業における評価のポイントは学科・

コースごとに設けていますので、P13 ～ 18 を確認してください。















人間環境デザインプログラム
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プレゼンテーション型ɻオンライン方式

併願について

プレゼンテーション

人文学科

グローバルスタディーズ学科

メディア表現学科

配点：200 点

配点：50 点
発表計画書
（事前提出）

出願時に提出する発表計画をもとにプレゼンテーションをし、いくつかの質問に

回答してください。プレゼンテーションの制限時間は 5 分です。発表形式は自由

です。

※試験の所要時間は、受験票の提示や、録画した回答の確認などを含め、30 ～

ɻ60 分程度です。

・[ 発表計画 ] 根拠や理由も添えて社会問題の指摘がされ、自分の意見を添えて調べた

ことがまとめられ、解決に向けて具体的な提案があるか

・[ プレゼンテーション ]

ɻ( 説明の合理性 ) 筋道を立てて自分の考えを述べ、説明に説得力があるか

ɻ( 話し方 ) 自分の言葉で適切な速さで話しているか

ɻ( 非言語 ) 適切な目線や表情、声の抑揚、ジェスチャʷなどがあるか

ɻ（補助資料）効果的に補助資料を使用しているか

※補助資料は、紙、パソコンやタブレットの画面に表示される画像や動画のほかに、
ɻ絵や彫刻、立体物、身体表現などメディア表現全般を含む

・社会問題に関して自分なりに理解できているか

・自分がなぜ関心を持ったかという問題意識がきちんと表現されているか

・考えたことや学んだことがわかりやすく示されているか

現在の社会問題の中で、あなたが興味や関心を持っていることを１つ取り上げ、

①社会問題の内容ɻ②関心をもった理由ɻ③社会問題について、あなたが考えた

ことや学んだことを指定された文字数で記述して下さい。

【指定文字数】

人文学科・グローバルスタディーズ学科：800 字以内

人間環境デザインプログラム：800 字以内

メディア表現学科：1200 字以内

プレゼンテーション型オンライン方式は、あらかじめ指

定された出題内容にもとづいて、発表計画書を作成し、

それをもとにプレゼンテーションを行う試験です。

この受験型では、２つの学科・コースまで併願することができます。その場合は、それぞれの志望先に対して発表計画

書とオンラインプレゼンテーションを提出してください。

プレゼンテーション型ɻオンライン方式

〇 〇 〇

〇

〇 〇 〇

出題内容

評価のポイント

受験型


















































